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(百万円未満切捨て)

１．2023年３月期第１四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上収益 営業利益 税引前利益 四半期利益
親会社の所有
者に帰属する
四半期利益

四半期包括利
益合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 1,842 16.1 △32 － △43 － △46 － △46 － △46 －

2022年３月期第１四半期 1,586 347.4 △52 － △50 － △76 － △76 － △76 －
　

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第１四半期 △0.51 △0.51

2022年３月期第１四半期 △0.87 △0.87
　

（２）連結財政状態

資産合計 資本合計
親会社の所有者に
帰属する持分

親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2023年３月期第１四半期 6,402 2,393 2,393 37.4

2022年３月期 6,817 2,435 2,435 35.7

２．配当の状況
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 ― 0.00 － 0.00 0.00

2023年３月期 ―

2023年３月期(予想) 0.00 － 0.00 0.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

2023年３期の配当につきましては未定であります。配当については、決定次第速やかにお知らせいたします。

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上収益 営業利益
親会社の所有者に帰属

する当期利益
基本的１株当たり当期

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,500 13.2 200 183.3 150 ― 0.61
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
　

　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

① ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無
　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2023年３月期１Ｑ 90,927,325株 2022年３月期 90,927,325株

② 期末自己株式数 2023年３月期１Ｑ 240株 2022年３月期 240株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 2023年３月期１Ｑ 90,927,085株 2022年３月期１Ｑ 87,726,281株
　

(注)Ａ種優先株式は、剰余金の配当について普通株式と同順位であるため、普通株式と同等の株式としており、期
末発行済株式数及び期中平均株式数に含めております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ
ると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間(2022年４月１日～2022年６月30日)における我が国経済は、新型コロナウイルス感

染症対策と社会経済活動の影響により、経済活動は徐々に持ち直しの動きが期待されておりますが、新たな変異

株出現や半導体等をはじめとした供給制約によるサプライチェーンの混乱など、依然として先行き不透明な状況

が続いております。また、不安定な国際政治情勢による世界経済の混乱や先進諸国の資源価格の高騰などにも引

き続き注視が必要な状況となっております。加えて、ここ数年頻繁に発生している自然災害など気候変動等の環

境変化、少子高齢化による人口動態の変化と働き方改革への対応、失業者の増加や経済的格差拡大による社会の

分断化など、全産業を取り巻く社会環境は急速に変化しており、企業はこれらの変化を十分に注意する必要があ

ります。

当社グループを取り巻く事業環境では、ＡＩやＩｏＴを活用したソリューションサービスの活用やＢＣＰ対策

への対応、在宅勤務やリモートワーク等の働き方改革への対応等が求められており、当社グループにおけるこれ

らの売上収益のシェアは増加傾向にあり、昨今のコロナ禍をきっかけに、社会が大きく変わると予想される中で、

そのニーズも急速に多様化していくと認識しております。

このような事業環境のもと、各社の販売網や販売チャネル、多数の顧客基盤と商品等を活かし、法人企業や個

人消費者の顧客のニーズにあった商品の取り扱いを増加し、積極的に販売活動を展開してまいりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上収益は1,842百万円(前年同期比116.1％増)となり、営業損失32

百万円(前年同期は営業損失52百万円)、税引前四半期損失43百万円(前年同期は税引前四半期損失50百万円)、親

会社の所有者に帰属する四半期損失は46百万円(前年同期は親会社の所有者に帰属する四半期損失76百万円)とな

りました。

セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

① 法人向け事業

法人向け事業セグメントは、主に中小法人に対して、モバイルデバイスや新電力、ＯＡ機器等の顧客のニーズ

にあった各種商品を取次販売しております。

当第１四半期連結累計期間においては、中小法人に対する多数の顧客基盤や商品を活かした販売活動を積極的

に展開してまいりました。

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上収益は800百万円(前年同期比109.6％増)、セグメント利益は42百

万円(前年同期比93.1％減)となりました。

② 個人向け事業

個人向け事業セグメントは、主に個人消費者に対して、ウォーターサーバーや新電力、インターネット回線等

の顧客のニーズにあった各種商品を取次販売しております。

当第１四半期連結累計期間においては、個人に対する多数の顧客基盤と販売品質を強みに、顧客のニーズに寄

り添った販売活動に注力してまいりました。

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上収益は1,042百万円(前年同期比120.6％増)、セグメント利益は72

百万円(前年同期比165.0％増)となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産、負債及び親会社の所有者に帰属する持分の状況)

（単位：百万円）
前連結会計年度末
2022年３月31日

当第１四半期連結会計期間末
2022年６月30日

増減

資産 6,817 6,402 △414

負債 4,381 4,008 △372

親会社の所有者に帰属する持分 2,435 2,393 △41

資産は、主に営業債権及びその他の債権の減少により、前連結会計年度末に比べて414百万円減少し、6,402百万

円となりました。

負債は、主に営業債務及びその他の債務の減少により、前連結会計年度末に比べて372百万円減少し、4,008百万

円となりました。

親会社の所有者に帰属する持分は、親会社の所有者に帰属する四半期損失46百万円を計上したことにより、前連

結会計年度末に比べて41百万円減少し、2,393百万円となりました。
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（キャッシュ・フローの状況)

（単位：百万円）
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー △138 191

投資活動によるキャッシュ・フロー △110 △26

財務活動によるキャッシュ・フロー △54 △86

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,363 1,450

営業活動によるキャッシュ・フローは、主に営業債権及びその他の債権の減少により、191百万円のプラスとなり

ました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、主に有形固定資産および無形資産の取得による支出により、26百万円の

マイナスとなりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、主に長期有利子負債の返済による支出により、86百万円のマイナスとな

りました。

以上の結果、現金及び現金同等物の当第１四半期連結会計期間末残高は1,450百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当連結会計年度の通期連結業績見通しについては、2022年５月19日に公表いたしました業績予想から変更はあり

ません。なお、本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、現在入手可能な情報から得られた当

社経営者の判断に基づいております。従いまして、これらの業績見通し等に全面的に依拠することはお控えくださ

るようお願いいたします。

また、新型コロナウイルスの影響により、経済面での影響が甚大となる可能性があります。当社グループにおき

ましては、新型コロナウイルスの感染防止及び拡散防止に向け、マスク着用、消毒の徹底等拡散防止策を講じ、加

えてリモートワーク勤務体制を整備する等必要な対策を実施しております。今後の事業への影響を慎重に見極め、

公表すべき事実が生じた場合には、速やかにお知らせいたします。
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２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結財政状態計算書

(単位：百万円)

注記
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産

流動資産

現金及び現金同等物 1,370 1,450

営業債権及びその他の債権 1,435 1,083

棚卸資産 75 72

その他の金融資産 100 100

その他の流動資産 229 170

流動資産合計 3,212 2,876

非流動資産

有形固定資産 128 121

使用権資産 1,178 1,091

のれん 1,666 1,666

無形資産 107 112

持分法で会計処理されている投資 11 11

その他の金融資産 451 454

繰延税金資産 58 55

その他の非流動資産 3 13

非流動資産合計 3,604 3,526

資産合計 6,817 6,402
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(単位：百万円)

注記
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債及び資本

負債

流動負債

営業債務及びその他の債務 1,374 1,107

有利子負債 501 498

リース負債 108 102

未払法人所得税 0 0

その他の流動負債 354 391

流動負債合計 2,339 2,100

非流動負債

有利子負債 916 863

リース負債 1,068 990

引当金 57 54

非流動負債合計 2,042 1,908

負債合計 4,381 4,008

資本

資本金 100 100

資本剰余金 2,243 2,248

利益剰余金 91 44

自己株式 △0 △0

親会社の所有者に帰属する
持分合計

2,435 2,393

資本合計 2,435 2,393

負債及び資本合計 6,817 6,402

　



ＩＮＥＳＴ株式会社(3390)
2023年３月期 第１四半期決算短信

― 6 ―

（２）要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書

要約四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

（単位：百万円）

注記
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

売上収益 1,586 1,842

売上原価 179 85

売上総利益 1,406 1,756

その他の収益 3 7

販売費及び一般管理費 1,460 1,793

その他の費用 1 3

営業利益（△損失） △52 △32

金融収益 14 0

金融費用 11 11

持分法による投資損益（△は損失） 0 0

税引前四半期利益（△損失） △50 △43

法人所得税費用 26 3

四半期利益（△損失） △76 △46

四半期利益（△損失）の帰属

親会社の所有者 △76 △46

非支配持分 ― ―

四半期利益（△損失） △76 △46

１株当たり四半期利益（△損失）（円）

基本的１株当たり四半期利益（△損失） △0.87 △0.51

希薄化後１株当たり四半期利益（△損失） △0.87 △0.51
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要約四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)

注記
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

四半期利益（△損失） △76 △46

四半期包括利益合計 △76 △46

四半期包括利益合計の帰属

親会社の所有者 △76 △46

非支配持分 ― ―

四半期包括利益合計 △76 △46
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（３）要約四半期連結持分変動計算書

前第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

注記 資本金
資本
剰余金

利益
剰余金

自己
株式

その他の
資本の
構成要素

合計
資本
合計

2021年４月１日 273 1,985 △86 △0 ― 2,173 2,173

四半期包括利益

四半期損失（△） ― ― △76 ― ― △76 △76

四半期包括利益合計 ― ― △76 ― ― △76 △76

所有者との取引額等

株式報酬取引 ― 4 ― ― ― 4 4

所有者との取引額等合計 ― 4 ― ― ― 4 4

2021年６月30日 273 1,990 △162 △0 ― 2,102 2,102

当第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

注記 資本金
資本
剰余金

利益
剰余金

自己
株式

その他の
資本の
構成要素

合計
資本
合計

2022年４月１日 100 2,243 91 △0 ― 2,435 2,435

四半期包括利益

四半期損失（△） ― ― △46 ― ― △46 △46

四半期包括利益合計 ― ― △46 ― ― △46 △46

所有者との取引額等

株式報酬取引 ― 4 ― ― ― 4 4

所有者との取引額等合計 ― 4 ― ― ― 4 4

2022年６月30日 100 2,248 44 △0 ― 2,393 2,393
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（４）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

注記
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期利益（△損失） △50 △43

減価償却費及び償却費 51 46

金融収益 △14 △0

金融費用 11 11

持分法による投資損益（△は益） △0 △0

営業債権及びその他の債権の増減（△は増加） 329 352

営業債務及びその他の債務の増減（△は減少） △325 △266

棚卸資産の増減（△は増加） 12 3

その他 △127 99

小計 △112 203

利息の受取額 0 0

利息の支払額 △10 △11

法人所得税の支払額又は還付額（△は支払） △15 △0

営業活動によるキャッシュ・フロー △138 191

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産及び無形資産の取得による支出 △101 △14

敷金及び保証金の差入による支出 ― △4

その他 △9 △7

投資活動によるキャッシュ・フロー △110 △26

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期有利子負債の返済による支出 △16 △54

リース負債の返済による支出 △37 △31

財務活動によるキャッシュ・フロー △54 △86

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △303 79

現金及び現金同等物の期首残高 1,666 1,370

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,363 1,450
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（５）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

　 当社グループが本要約四半期連結財務諸表において適用する会計方針は、2022年３月31日に終了する連結会計年

度に係る連結財務諸表において適用した会計方針と同様であります。

（セグメント情報等）

１ 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。当社グループは、法人向け事業および個人向け事業を営んでおり、その事業区分ごとに当社および当社の連結

子会社が単一もしくは複数の事業に従事する事業活動を展開しております。

２ 報告セグメントごとの売上収益、利益又は損失、その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「（会計方針の変更）」における記載と同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部売上収益および振替高は市場実勢価格に基づいております。

３ 報告セグメントごとの売上収益、利益又は損失、その他の項目の金額に関する情報

前第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

(単位：百万円)

報告セグメント 調整額
(注)

要約四半期連結財
務諸表計上額法人向け事業 個人向け事業 計

売上収益

外部顧客への売上収益 728 857 1,586 ― 1,586

セグメント間の内部売上収益及び振替高 1 7 8 △8 ―

計 730 864 1,594 △8 1,586

セグメント利益 45 43 89 △141 △52

金融収益 14

金融費用 11

持分法による投資損益 0

税引前四半期利益 △50

(注) セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去および各セグメントに配分していない全社費用が含まれ

ております。
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当第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

(単位：百万円)

報告セグメント 調整額
(注)

要約四半期連結財
務諸表計上額法人向け事業 個人向け事業 計

売上収益

外部顧客への売上収益 800 1,042 1,842 0 1,842

セグメント間の内部売上収益及び振替高 0 0 0 △0 0

計 800 1,042 1,842 △0 1,842

セグメント利益 42 72 114 △147 △32

金融収益 0

金融費用 11

持分法による投資損益 0

税引前四半期損失(△) △43

(注) セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去および各セグメントに配分していない全社費用が含まれ

ております。

（１株当たり情報）

基本的１株当たり四半期利益および算定上の基礎、希薄化後１株当たり四半期利益および算定上の基礎は、以下のと

おりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

(1) 基本的１株当たり四半期利益（△は損失） △0円87銭 △0円51銭

(算定上の基礎)

親会社の所有者に帰属する四半期利益（△は損失）
（百万円）

△76 △46

親会社の普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

基本的１株当たり四半期利益の算定に用いる金額
（△は損失）(百万円)

△76 △46

発行済普通株式の加重平均株式数(千株) 87,726 90,927

(2) 希薄化後１株当たり四半期利益（△は損失） △0円87銭 △0円51銭

(算定上の基礎)

基本的１株当たり四半期利益の算定に用いる金額
（△は損失）（百万円）

△76 △46

子会社及び関連会社の潜在株式に係る利益調整額
（百万円）

― ―

希薄化後１株当たり四半期利益の算定に用いる金額
（△は損失）（百万円）

△76 △46

発行済普通株式の加重平均株式数(千株) 87,726 90,927

新株予約権による普通株式増加数(千株) ― ―

希薄化後１株当たり四半期利益の算定に用いる
普通株式の加重平均株式数(千株)

87,726 90,927

逆希薄化効果を有するため、希薄化後１株当たり
四半期損失の算定に含めなかった金融商品の概要

新株予約権１種類
（新株予約権の数

66,500個）

新株予約権２種類
（新株予約権の数

44,618個）

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　


